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犯罪をなくして明るい社会に
山口県　萩市立椿東小学校　６年
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　「いじめも犯罪」
　テレビ番組で誰かが言っていたことを思い出した。
　一学期に学校でいじめについてのアンケート調査があり、ぼくは数日後、先生によばれた。ぼくの言った事やした事に傷ついている友達がいると言われた。最初はピンとこなかったけど先生から具体的に内容を聞いて、「そういえばそんな事したなあ。」というくらいの気持ちだった。でも、相手がとてもつらい気持ちだった事、これがいじめにつながると先生に言われ、そんなつもりじゃなかったので、とてもショックだった。
　母も学校から話を聞いて帰り、家族で話し合った。性格や体格、育った環境など、全く同じ人は一人もいない。考える事、する事、感じ方もちがって当たり前だ。授業中でも自分と全く反対の意見をもっている人は、必ずいるし、「変わった考え方するなあ。」と思う人もいる。自分の意見をまっすぐ通すだけではなく、まわりの様子を見て、聞いて、考えてから行動する事が必要だと思った。先生に言われなければ、気づかずに同じ事をくり返したかもしれない。言ってもらってよかった。
　犯罪や非行のない地域をつくるために、一人ひとりが考え、参加するきっかけをつくること、これが社会を明るくする運動の目的だ。犯罪や非行と聞くととても大きな問題のようで、いったいぼくに何ができるのか、なやむ。ここで「いじめも犯罪」を思い出した。そうだ、とりあえず学校の中を明るくする事から取り組もう。ぼくみたいに、いじめているつもりがなくても誰かを傷つけてしまっている人がいるかもしれない。そんな人には、「相手の気持ちも考えてあげよう。」と声かけをして、気づいてもらえれば本人のためにもなって一石二鳥。
　ふと、つらいのを誰にも言えないでがまんしている人もいるかもしれないと思った。でも多分分からない。どうしたらいいだろう。
　ぼくには十才年下の弟がいる。今一才七ヶ月だ。最近少しずつしゃべるようになったが、まだ何を言っているのかさっぱり分からない。もっと小さい時は、本当によく泣く未知の生物のようだった。けれど母は弟のしてほしい事がすぐに分かり、テレパシーでも使えるのかと思うくらいだった。弟も母に抱かれるとぱっと泣き止む。不思議に思って母に聞くと、母は「いつもしっかり向き合って見ているから分かる。」と言う。生まれたての頃は、何をしても泣くからいろいろ試してみた。抱っこしてほしいのか、おなかがすいたのか、おむつをかえてほしいのか・・・。夜中でもお構いなしに泣くのを、そのたびにしっかり抱っこして顔を見て、あやしてきた。毎日抱っこして目を見ながら笑って話しかける事を続けてきたその積み重ねで、赤ちゃんと信頼関係ができるのだ。こうして育ってきた弟は、母がそばにいると安心したように一生けんめいしゃべって何かを伝えようとしている。
　「これだ。」と思った。大事な話は、本当に信頼している人にしか話せないものだ。相談にのってあげたいと思うなら、まず相手に信頼してもらい、安心できる人にならないといけない。そのためにはどうしたらいいのか。母が弟にしていたようにしっかり目を合わせて、笑顔で話しかけてみよう。続けていくうちに、この人「今日はちょっと元気がないな。」とか、「何かいいたそうだな。」とかちょっとした変化に気づくことができるかもしれない。
　そしてこの運動を学校で広めることができれば、一人ぼっちでなやむ人がへり、まず学校が明るくなる。学校が明るくなれば、学校のみんながそれぞれの地域で大人を巻きこんで声かけ運動をしていけば、地域の人も一人ではないと安心して住み続けることができ、犯罪や非行も、少しでも防ぐことができるのではないかと、ぼくは考える。
　これがぼくの社会を明るくする計画だ。あとは実行しないと意味がない。勇気がいるけれど一歩前にふみ出してみよう。
法務省“社会を明るくする運動”中央推進委員会主催


第６５回“社会を明るくする運動”作文コンテスト





全国保護司連盟理事長賞


（優秀賞）








